別添様式１
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目の前の誰かのために
東京都・港区立三田中学校・１年
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　テレビでニュースを見ると、連日コロナの話題ばかりである。コロナの感染が拡大しているニュースに加え、それに便乗した犯罪が増えている。コロナに関連した詐欺や、ストレスからの虐待、休業中の店などを狙った窃盗事件や器物損壊事件等が報道されている。コロナ感染拡大のニュースは、私の気持ちを暗くし、少し後ろ向きな気持ちにさせる。それに加えて、このような犯罪を耳にすると、驚き、悲しみと同時に、許せない怒りの気持ちが込み上げてくる。
　令和二年四月のコロナ感染対策の為の臨時休校以来、私達はたくさんの我慢をしてきた。学校に行かれず、登校が始まっても行事が次々と中止され、私はストレスを感じた。外出自粛が続き、今まで通りの行動が制限され、時に苛立ちを覚えた時もあった。我慢の限界でもう自粛はせず、マスクもせずに大声を出したい！自分勝手に外を走り回りたい！と思った時もあった。しかし、そのような中、私をはっとさせる出来事があった。
　「コロナがゼロになるまで、目の前にいる人達の力になりたい。だから、全力で頑張っているのよ。」と母が看護師の仕事を続ける理由を教えてくれたのだ。母は現在、コロナワクチン接種の担当をしている。感染者数が減少せず困惑するが、一日も早く、全ての人が以前のように大勢で楽しく食事をしたり、外出したり、安心して生活できることを願い仕事をしているそうだ。母の、「接種を受けに来た人達の気持ちに寄り添い、不安と緊張を和らげるため、優しく対応するよう心掛けているのよ。」という言葉も、私の心に残った。それと同時に、自分のことしか考えられず、苛立っていた自分を恥ずかしいと思った。
　また先日、民生委員をしている祖母がテレビのニュース番組に出た。民生委員の仕事を紹介する内容だった。コロナの影響で一年半以上会えていない画面上の祖母は、一人暮らしや高齢者夫婦のみの家を、一軒一軒訪問していた。コロナ禍で困っている事はないかと聞いたり、生活上の相談に乗ったりしていた。
　私は、久しぶりに祖母に電話をしてみた。電話越しの祖母の声は、以前と変わらず優しかったが、そこには誰かを懸命に支えたいという意志の強さを感じた。「困っている人の相談に乗り、手助けしたいと思ってね。人と人とが助け合うのは、当たり前のことなんだよ。」と言っていた祖母の言葉が深く印象に残った。また、今は年老いて元気のない祖父の話になった。現在は退任したが、以前は三十年以上、保護司をしていたことを初めて聞いた。祖父は、犯罪をした人や非行のある人が、二度と犯罪や非行をしないように真剣に相談に乗り、一生懸命援助してきたそうだ。
　身近にいる母、祖父母が、どのような気持ちで社会に関わってきたのかを、私は知らなかった。三人の思いの深さが伝わり、自分は日常の生活の中で、どのように人と関わり、これからどう生きていくかを見つめ直す機会となった。人は人との助け合いの中で生活している。ふれあいが、人を支え、勇気づける。私もそのように相手の身になって思いやり、優しい心でありたいと強く感じた。そして、その心を行動で表したい。
　父は転勤が多く、私は今まで幼稚園や小学校を三回、転園・転校した。新しい環境はいつも物凄い緊張と不安で心臓が押しつぶされそうになる。そんな時、誰か一人でも話しかけてくれたり、笑顔で挨拶してくれたりすると気持ちが明るくなった。一人の行動で、救われる誰かがいると実感した。明るい社会とは、誰かのささやかな、でも相手を思った言葉や笑顔から生み出されるものだと感じた。
　自分は犯罪や非行のない社会づくりに、何が出来るのだろうか、何を変えられるのであろうかと考えると、消極的な思いになり、立ち止まってしまう。しかし、人は一人でも自分に心から向き合ってくれる誰かがいると、前を向いて進めると思う。罪を犯す人、非行に走る人は、辛さ、苦しさ、寂しさなどを抱え、誰にもわかってもらえない心の闇があるのかもしれない。だからこそ、その人達に温かく、そして真剣に向き合ってくれる人の存在は大きいのではないだろうか。
　人を社会の中で孤立させてはいけないと思う。コロナ禍で、人と人との繋がりが希薄になりがちな今、人は共に手を取り合い助け合うべきだろう。私はまだ、医療現場や犯罪者を立ち直らせる場での活動は出来ないが、家族やクラスメイト、自分の周りの人達の心に寄り添い、思いやりの心を持って接することはできる。今、目の前にいる人の為に力を尽くす母や祖父母の姿から学んだことは大きい。自分が関わる誰かが、明るい笑顔と明るい心で過ごせるよう、自分のできるところから優しい心掛けを始めたい。それがいつか、社会に明るさを灯すことに繋がっていくと信じて。
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